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UBL Business Documentの翻訳について

1． 翻訳の方針

· 基本的にはUBL TCの方針に従う。但し，不具合又は不便の場合は改善する。その内容はUBL TCへ提案する。

2． 翻訳のExcelシートの検討

· 項目に「Data Type」を追加した。理由：標準メッセージ表には，大抵，データ属性情報が付いており，あった方が利用し易い。

· その他に必要な項目がないか。

3． 翻訳方法

· Business Terms (Japanese)は，単なるUBL Nameの直訳ではなく，意味が同一の日本のビジネスタームとする。このため，日本の代表的な標準メッセージ表を参照する。例：EIAJ，ECALGA，JEDICOS

· Definitionの翻訳は，なるべく意訳する。

4． 注意事項

· 翻訳などの過程で，疑問点・改善提案が出てきたら，メモに残す。まとめてUBL TCへ提案する。

5． 翻訳Excel表のコメント

(1) この翻訳版だけでは，日本の業界・ユーザーが理解し難い。

(2) 改善提案として以下がある。（ECOMの成果を参照）

· Reusableを組み込んで，全貌を解るようにする。

· データ項目に字下げを入れる。

· 標準メッセージの構造の理解のため，標準メッセージの全貌が解るクラス図を作成する。それとも今のUBL Packageのクラス図でOKか。

6． UBL Packageのコメント

· 約300個のファイルから構成されている。並びがバラバラに見えて解り難い。改善提案の例：仕様群，機能群などでフォルダーを別ける。Business Documentの並びを整合させる。

· UBL 1.0 DocumentComponents.jpgは，印刷すると字が小さくて読めない。

7． UBL仕様の疑問点

· gifとjpegの仕様文書の違いが解らない。

· 例：UBL-1.0-OrderDocumentAssenmly.jpgとUBL-OrderImplementationDiagram-1.0.gif

